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災
害
時
の
産
業
保
健
対
応

特
集

　
自
然
災
害
な
ど
災
害
時
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
（
以
下
「
自
治
体
」
と
い
う
）
の
職
員
は
、
時
間
外
労
働
の
規
制
が
外
れ
る
た
め
、
過
重
労
働
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
か
ら
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
受
け
や
す
く
、
終
わ
り
の
見
え
な
い
業
務
負
荷
か
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
陥
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
不
衛
生
を
原
因
と
す
る
感
染
症
が
蔓
延
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
応
援
派

遣
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
被
災
地
の
み
な
ら
ず
全
国
の
自
治
体
に
関
係
し
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
時
の
職
員
の
健
康
管
理
体
制
が
十
分
に
構
築
さ
れ
て
い
る
自
治
体
は
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。

そ
こ
で
、
災
害
時
に
備
え
た
職
員
の
健
康
管
理
体
制
の
構
築
や
、
災
害
時
に
お
け
る
職
員
の
心
身
の
健
康
管
理
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

4

　
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た
際
、住
民
の

生
命
と
生
活
を
守
る
最
前
線
に
立
つ
の
が

自
治
体
の
職
員
で
す
。し
か
し
、自
治
体

職
員
自
身
も
被
災
者
の
立
場
に
置
か
れ
な

が
ら
、過
酷
な
状
況
下
で
災
害
対
応
業
務

に
従
事
し
、心
身
と
も
に
大
き
な
負
担
を

強
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
本
稿
で
は
、ま
ず
災
害
時
に
お
け
る
自

治
体
職
員
の
職
務
の
特
性
と
そ
れ
に
伴
う

健
康
リ
ス
ク
を
概
観
し
、平
時
か
ら
の
産

業
保
健
体
制
構
築
の
必
要
性
を
述
べ
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、実
効
性
の
あ
る
体
制
構
築

の
具
体
的
な
進
め
方
、発
災
後
の
職
員
の

健
康
管
理
の
あ
り
方
、さ
ら
に
は
応
援
派

遣
を
行
う
自
治
体
の
役
割
に
つ
い
て
、読

者
の
皆
さ
ま
が
明
日
か
ら
取
り
組
め
る
よ

う
な
ヒ
ン
ト
を
提
示
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

災
害
産
業
保
健
の
重
要
性

（
１
）災
害
時
に
お
け
る
自
治
体
職
員
の
職

務・産
業
保
健
特
性

　

災
害
発
生
時
、自
治
体
職
員
は
、住
民

の
避
難
誘
導
、救
助・救
援
活
動
、避
難
所

の
運
営
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、支
援

物
資
の
調
達・配
布
、被
災
状
況
調
査
、罹

災
証
明
の
発
行
、問
い
合
わ
せ
・
ク
レ
ー

ム
対
応
、報
道
対
応
な
ど
、多
岐
に
わ
た

り
、か
つ
緊
急
性
の
高
い
業
務
に
迅
速
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ら

の
業
務
は
、先
の
見
え
な
い
復
旧
・
復
興

活
動
へ
の
不
安
や
、膨
大
な
業
務
量
へ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
伴
い
、職
員
に
大
き
な

精
神
的
負
荷
を
与
え
ま
す
。

　
特
に
、自
ら
や
家
族
も
被
災
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
な
が
ら
、「
住
民
の
生
命・

財
産
を
守
る
」と
い
う
使
命
感
と
責
任
感

か
ら
、自
身
の
健
康
を
二
の
次
に
し
て
し

ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状

況
は
、「
住
民
優
先
」の
組
織
文
化
と
も
相

ま
っ
て
、職
員
自
身
の
健
康
管
理
の
優
先

順
位
を
著
し
く
低
下
さ
せ
が
ち
で
す
。

　
こ
う
し
た
過
酷
な
職
務
環
境
は
、自
治

体
職
員
に
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
リ
ス
ク
を
も

た
ら
し
ま
す
。長
時
間
労
働
や
交
代
制
の

不
備
、不
眠
不
休
の
活
動
は
深
刻
な
過
重

労
働
状
態
を
引
き
起
こ
し
、脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
と
い
っ
た
脳
・
心
臓
疾
患
の
リ
ス

災
害
産
業
保
健
の
重
要
性
と
平
時
か
ら
の
体
制
構
築

総
論実

効
性
あ
る
体
制
構
築
の
方
法
と

発
災
後
の
望
ま
し
い
健
康
管
理
の
た
め
に

ク
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、悲
惨
な
現
場
で

の
活
動
や
住
民
か
ら
の
厳
し
い
要
求
、先

の
見
え
な
い
不
安
な
ど
は
、急
性
ス
ト
レ

ス
障
害（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）、心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）、う
つ
病
、適
応
障

害
と
い
っ
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
引

き
起
こ
す
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
後
の
被
災
自
治
体

職
員
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、半
数
以

上
の
職
員
が
身
体
的
ま
た
は
精
神
的
な
不

調
を
訴
え
、過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
１

０
０
時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務
を
経
験
し

た
職
員
も
半
数
に
上
る
と
い
う
深
刻
な
実

態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、不
衛
生
に
な
り
が
ち
な
環
境

で
の
活
動
や
上
下
水
道
の
途
絶
は
、感
染

症
や
食
中
毒
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。重

量
物
の
運
搬
や
不
適
切
な
作
業
姿
勢
は
腰

痛
な
ど
の
筋
骨
格
系
疾
患
を
、避
難
生
活

や
不
規
則
な
食
生
活
は
生
活
習
慣
病
の
悪

化
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

産
業
医
科
大
学 

産
業
生
態
科
学
研
究
所 

災
害
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー 
教
授

立
石 

清
一
郎
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Special Issue

　
筆
者
ら
が
提
唱
す
る「
自
治
体
職
員
の

災
害
時
の
産
業
保
健
上
の
10
の
課
題
」に

は
、「
住
民
優
先
」「
自
ら
も
被
災
す
る
な

か
で
災
害
対
応
・
復
興
の
前
線
に
立
つ
」

「
弱
音
を
吐
け
な
い
」「
平
時
の
産
業
保
健

体
制
整
備
が
民
間
企
業
よ
り
も
脆
弱
」と

い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、自
治
体

職
員
特
有
の
困
難
な
状
況
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
2
）平
時
か
ら
の
産
業
保
健
体
制
構
築
の

重
要
性

　

災
害
時
に
お
け
る
職
員
の
健
康
確
保

は
、個
人
の
問
題
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
職

員
の
心
身
の
健
康
状
態
は
、災
害
対
応
業

務
の
遂
行
能
力
、ひ
い
て
は
被
災
地
の
復

旧・復
興
の
ス
ピ
ー
ド
と
質
に
直
結
し
ま
す
。

業
務
の
遅
延
や
ミ
ス
を
招
き
、バ
ー
ン
ア

ウ
ト
や
離
職
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、多
く
の
自
治
体
で
は
、

平
時
に
お
け
る
産
業
保
健
体
制
が
必
ず
し

も
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。体
制

の
脆
弱
性
が
災
害
時
に
露
呈
す
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
災
害
発
生

時
に
は
、健
康
管
理
担
当
部
署
の
職
員
自

身
も
被
災
者
と
な
り
、本
来
の
健
康
管
理

活
動
を
実
践
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と

い
う
問
題
も
生
じ
ま
す
。

　
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
観
点
か
ら

も
、職
員
と
い
う
最
も
重
要
な
資
源
を
守

る
た
め
の
健
康
管
理
体
制
の
構
築
は
不
可

欠
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、災
害
と
い
う
非
常

事
態
に
お
い
て
も
職
員
の
健
康
と
安
全
を

守
り
、組
織
と
し
て
の
対
応
能
力
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、平
時
か
ら
実
効
性
の
あ

る
産
業
保
健
体
制
を
構
築
し
て
お
く
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

平
時
か
ら
の
産
業
保
健
体
制 

構
築
の
進
め
方

　
災
害
時
に
機
能
す
る
産
業
保
健
体
制
は
、

一
朝
一
夕
に
で
き
上
が
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。平
時
か
ら
の
地
道
な
準
備
と
継

続
的
な
改
善
努
力
が
不
可
欠
で
す
。

（
１
）現
状
の
把
握

　
ま
ず
、自
組
織
の
現
状
の
正
確
な
把
握

か
ら
始
め
ま
す
。
具
体
的
に
は
、以
下
の

点
に
つ
い
て
確
認・評
価
を
行
い
ま
す
。

産
業
保
健
リ
ソ
ー
ス：
産
業
医
、保
健
師
、

看
護
師
、衛
生
管
理
者
、心
理
職
等
の
専

門
職
の
配
置
状
況
、委
託
契
約
の
内
容
、

活
動
時
間
、専
門
性（
災
害
対
応
経
験
の

有
無
な
ど
）。
安
全
衛
生
委
員
会
の
設
置

状
況
、構
成
メ
ン
バ
ー
、活
動
実
態
。

関
連
規
定・計
画：既
存
の
地
域
防
災
計
画

や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
、職
員
の
健
康
管
理
、労
務

管
理
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、応
援・受

援
体
制
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
が
あ
る

か
。ま
た
、そ
れ
ら
の
実
効
性
は
ど
う
か
。

過
去
の
経
験
と
教
訓：
過
去
の
災
害
対
応

（
自
組
織
の
被
災
経
験
、応
援
派
遣
経
験
）

Profile

たていし・せいいちろう
平成12年産業医科大学医学部
卒業。平成21年より産業医科
大学産業医実務研修センター
教員を経て、平成30年より産業
医科大学病院両立支援科診療
科長。令和3年より現職。資格は
労働衛生コンサルタント（保健
衛生）、日本産業衛生学会専門
医・指導医、日本消化器病学会
専門医など。災害産業保健支援
チーム（DOHAT）事務局。日本
産業衛生学会災害産業保健研
究会代表世話人。研究テーマは
両立支援、災害時の労働者の健
康管理など。受賞歴は令和3年
度日本産業衛生学会奨励賞、令
和3年度福岡防災賞など。最近
の著書は、『災害産業保健ハンド
ブック～災害対応者が直面する
健康問題とその対策～』（立石
清一郎編、労働調査会．2025）。

や
防
災
訓
練
で
得
ら
れ
た
職
員
の
健
康
管

理
に
関
す
る
課
題
や
教
訓
が
整
理
さ
れ
、

組
織
内
で
共
有
さ
れ
て
い
る
か
。

職
員
の
認
識
：
職
員
や
管
理
職
が
、災
害

時
の
自
身
の
健
康
管
理
の
重
要
性
や
、組

織
と
し
て
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
ど
の
程

度
認
識
し
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ら
の
現
状
把
握
を
通
じ
て
、自
組

織
の
強
み
と
弱
み
、優
先
的
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
明
確
に
し
ま
す
。

（
２
）必
要
と
さ
れ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
の
把
握

　
現
状
把
握
の
結
果
を
踏
ま
え
、具
体
的

な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

筆
者
ら
は
、産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
用
に「
危

機
事
象
に
備
え
る
た
め
の
事
前
準
備
ア
ク

シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」を
作
成
し
て

い
ま
す
※
1
。そ
の
一
部
に
つ
い
て
以
下

に
解
説
し
ま
す
。

⑴
災
害
発
⽣
後
の
組
織
体
制・仕
組
み
づ

く
り・⑵
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
体
制・

仕
組
み
づ
く
り

責
任
体
制
の
明
確
化：
災
害
時
の
職
員
の

健
康
管
理
・
安
全
衛
生
に
関
す
る
責
任
者

を
明
確
に
し（
例
：
首
長
、副
首
長
な
ど
）、

そ
の
権
限
と
役
割
を
定
め
ま
す
。

指
揮
命
令
系
統
の
確
立：
平
時
の
産
業
保

健
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、人
事
労
務
担
当
者
、

防
災
担
当
者
、各
部
局
の
衛
生
管
理
者
等

か
ら
な
る「
災
害
時
健
康
管
理
チ
ー
ム
」

の
よ
う
な
組
織
を
編
成
し
、災
害
発
生
時

の
指
揮
命
令
系
統
や
情
報
伝
達
ル
ー
ト
を

確
立
し
ま
す
。安
全
衛
生
委
員
会
も
こ
の

体
制
に
組
み
込
む
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

情
報
共
有
体
制
の
構
築：
災
害
時
に
お
い

て
は
情
報
が
錯
綜
し
や
す
い
た
め
、職
員

の
健
康
状
態
、労
働
時
間
、業
務
内
容
、安

否
情
報
な
ど
を
集
約
・
共
有
す
る
た
め
の

仕
組
み（
例
：
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
、専
用

連
絡
網
、定
期
的
な
状
況
報
告
会
議
）を

事
前
に
定
め
て
お
き
ま
す
。

個
人
用
防
災
用
品
の
準
備
推
奨：
職
員
に

対
し
、非
常
食
、飲
料
水
、常
備
薬
、懐
中

電
灯
、携
帯
ト
イ
レ
、防
寒
具
、ヘ
ル
メ
ッ

ト
、防
塵
マ
ス
ク
な
ど
、個
人
で
最
低
限

必
要
な
防
災
用
品
を
準
備
し
て
お
く
よ
う

啓
発
し
ま
す
。

職
場
備
蓄
の
確
保：庁
舎
や
活
動
拠
点
に
、

職
員
用
の
衛
生
用
品（
マ
ス
ク
、消
毒
液
、

※1　https://dohcuoeh.com/wp-content/uploads/2024/03/c05e2de6e47cf53c109b2acff7549297.pdf
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石
鹸
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）、生
理
用

品
、防
護
具（
ゴ
ー
グ
ル
、手
袋
、ヘ
ル
メ
ッ

ト
）、非
常
食
、飲
料
水
、医
薬
品
な
ど
を

備
蓄
し
ま
す
。

安
全
な
執
務
環
境
の
確
保：
執
務
室
の
整

理
整
頓
、書
棚
等
の
転
倒
防
止
対
策
、避

難
経
路
の
確
保
、非
常
用
電
源
の
確
保
、

換
気
設
備
の
点
検
な
ど
、安
全
な
執
務
環

境
を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

労
働
時
間
管
理
方
法
の
確
立：
災
害
対
応

業
務
に
お
い
て
も
、可
能
な
限
り
客
観
的

な
労
働
時
間
把
握
を
行
う
た
め
の
方
法

（
自
己
申
告
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、シ
ス
テ
ム
入

力
な
ど
）を
定
め
て
お
き
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
残
業
が
発
生
し
な
い
よ
う
、適
切
な
申

告
を
促
す
意
識
啓
発
も
重
要
で
す
。

交
代
制
勤
務（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）計
画
：

長
時
間
連
続
勤
務
を
避
け
る
た
め
、業
務

の
優
先
順
位
付
け
を
行
い
、応
援
職
員
の

活
用
も
含
め
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を

事
前
に
策
定
し
ま
す
。具
体
的
な
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ル（
勤
務
時
間
上
限
、連
続
勤

務
日
数
制
限
、休
息
期
間
な
ど
）を
定
め
る

こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。益
城
町
の
事
例
で

は
、明
確
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
ま
れ
ず

過
重
労
働
が
発
生
し
た
反
省
か
ら
、体
制

整
備
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。羽

咋
市
の
検
証
報
告
書
で
も
、交
代
体
制
の
マ

ニュア
ル
化
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

休
息・仮
眠
場
所
の
確
保
計
画：庁
舎
内
や

近
隣
施
設
に
、職
員
が
短
時
間
で
も
休
息

や
仮
眠
を
取
れ
る
場
所
を
確
保
す
る
計
画

を
立
て
ま
す
。
簡
易
ベ
ッ
ド
、寝
袋
、間

仕
切
り
、騒
音
対
策
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

熊
本
市
の
熊
本
地
震
対
応
で
は
、仮
眠
場

所
の
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

⑶
シ
ナ
リ
オ
作
成・訓
練

Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
健
康
管
理
計
画
の
組
み
込

み
：
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
中
に
、職
員
の
心
身
の
健

康
確
保
、労
務
管
理
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
を
明
確
に
位
置
づ
け
、具
体
的
な
対

応
策
を
盛
り
込
み
ま
す
。
特
に
、就
業
配

慮
が
必
要
な
職
員
の
災
害
時
の
業
務
範
囲

や
対
応
に
つ
い
て
も
事
前
に
検
討
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

災
害
時
職
員
健
康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
：
職
員
の
安
全
確
保
行
動
、健
康
管

理
の
留
意
点
、セ
ル
フ
ケ
ア
・
ラ
イ
ン
ケ

ア
の
方
法
、相
談
窓
口
、過
重
労
働
防
止

策（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
計
画
を
含
む
）、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
応
、感
染
症
予
防
策
、

応
援
職
員
の
受
け
入
れ
・
派
遣
時
の
健
康

管
理
な
ど
を
具
体
的
に
示
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、全
職
員
に
周
知
徹
底
し
ま

す
。
益
城
町
震
災
記
録
誌
で
は
、マ
ニ
ュ

ア
ル
が
未
整
備
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
混
乱

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
訓
練
と
見
直
し
：
計
画
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
実
効
性
を
持
つ
た
め
に
は
、

定
期
的
な
訓
練（
机
上
訓
練
、実
動
訓
練
）

を
通
じ
て
課
題
を
洗
い
出
し
、継
続
的
に

見
直
し・改
善
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑷
健
康
障
害
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
の
想

定
と
ア
プ
ロ
ー
チ
⽅
法
の
検
討

産
業
医・保
健
師
等
と
の
連
携
強
化：平
時

か
ら
産
業
医
や
保
健
師
等
と
密
に
連
携
し
、

災
害
時
の
役
割
分
担
や
活
動
計
画
に
つ
い

て
協
議
・
確
認
し
て
お
き
ま
す
。
嘱
託
産

業
医
の
場
合
は
、災
害
時
の
活
動
に
関
す

る
契
約
内
容
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
相
談
窓
口
の
設
置
と
周
知：
職
員
が

気
軽
に
心
身
の
不
調
を
相
談
で
き
る
窓
口

（
対
面
、電
話
、メ
ー
ル
な
ど
）を
常
設
し
、

災
害
時
に
は
そ
の
機
能
を
拡
充
・
強
化
す

る
こ
と
を
計
画
し
ま
す
。地
方
公
務
員
共

済
組
合
の
相
談
窓
口
も
活
用
で
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
活
用：
法
定

の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
適
切
に
運

用
す
る
と
と
も
に
、集
団
分
析
結
果
を
職

場
環
境
改
善
に
活
か
し
ま
す
。災
害
時
に

は
、既
存
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に

加
え
て
、惨
事
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
項
目

や
Ｊ
―Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
よ
う
な
健
康
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
も
有

効
で
す（
地
方
公
務
員
安
全
衛
生
推
進
協

会
の
事
例
集
で
は
益
城
町
や
熊
本
市
が
災

害
時
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
活
用
し
た

例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
※
2
）。

健
康
情
報
の
管
理：
職
員
の
健
康
診
断
結

果
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
な
ど
の
健

康
情
報
を
適
切
に
管
理
し
、災
害
時
の
健

康
配
慮
や
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
早
期
対
応

に
活
用
で
き
る
体
制
を
検
討
し
ま
す（
個

人
情
報
保
護
に
は
留
意
が
必
要
で
す
）。

⑸
外
部
資
源
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

庁
内
連
携
：
人
事
担
当
部
局
、厚
生
担
当

部
局
、防
災
担
当
部
局
、各
事
業
部
局
、衛

生
委
員
会
、労
働
組
合
な
ど
が
平
時
か
ら

情
報
共
有
し
、災
害
時
の
役
割
分
担
や
連

携
方
法
に
つ
い
て
協
議
・
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

︻
外
部
機
関
と
の
連
携
準
備
︼

専
門
機
関：
災
害
産
業
保
健
支
援
チ
ー
ム

（
Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｔ
）と
い
っ
た
専
門
チ
ー
ム
の

役
割
を
理
解
し
、必
要
に
応
じ
て
支
援
を

要
請
で
き
る
よ
う
、連
絡
体
制
や
受
け
入

れ
手
順
を
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

支
援
団
体
と
の
平
時
か
ら
の
協
定
締
結
も

有
効
で
す
。
能
登
半
島
地
震
で
は
、Ｄ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｔ
と
石
川
県
医
師
会
と
の
連
携
に
課

題
が
あ
っ
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

地
域
関
係
機
関
：
地
元
の
医
師
会
、歯
科

医
師
会
、薬
剤
師
会
、看
護
協
会
、大
学
、

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携

体
制
を
構
築
し
、災
害
時
の
協
力
に
つ
い

て
事
前
に
協
議
し
て
お
き
ま
す
。

他
自
治
体：応
援
職
員
の
派
遣・受
け
入
れ

に
関
す
る
協
定
を
近
隣
自
治
体
や
広
域
連

携
組
織
と
締
結
し
、具
体
的
な
手
続
き
や

健
康
管
理
ル
ー
ル
に
つ
い
て
事
前
に
取
り

決
め
て
お
き
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体：

職
員
支
援（
食
事
提
供
、休
息
場
所
提
供
、
※2　https://www.jalsha.or.jp/pub/pub04/pub04_04/16174/
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メ
ン
タ
ル
ケ
ア
等
）や
災
害
対
応
業
務
の

協
力
を
得
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
団
体
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、連
携
方
法
を
検
討
し

て
お
き
ま
す
。
益
城
町
の
事
例
で
は
、Ｊ

Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
や
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
や
炊
き
出

し
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

労
働
組
合：
職
員
の
意
見
集
約
や
職
場
環

境
改
善
、休
暇
取
得
促
進
な
ど
に
お
い
て
、

労
働
組
合
と
の
連
携
は
非
常
に
重
要
で
す
。

⑹
人
材
育
成・教
育
研
修
の
実
施

【
全
職
員
向
け
研
修
】

セ
ル
フ
ケ
ア
研
修：
自
身
の
ス
ト
レ
ス
反

応
へ
の
気
づ
き
、ス
ト
レ
ス
対
処
法
、睡

眠
・
栄
養
管
理
、リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
法

な
ど
を
習
得
さ
せ
ま
す
。

惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
研
修：
惨
事
ス
ト
レ

ス
反
応
や
対
処
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
す（
消
防
庁
の「
消
防
職
員
の
た
め
の

惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」参
照
）。

感
染
症
予
防
研
修：
避
難
所
等
で
の
感
染

症
リ
ス
ク
や
具
体
的
な
予
防
策（
手
指
衛

生
、マ
ス
ク
着
用
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、環
境

衛
生
な
ど
）を
周
知
し
ま
す（
厚
生
労
働
省

の
能
登
半
島
地
震
関
連
通
知
参
照
）。

安
全
衛
生
研
修：
が
れ
き
処
理
時
の
粉
じ

ん
対
策
、重
量
物
取
り
扱
い
時
の
腰
痛
予

防
、暑
熱
・
寒
冷
環
境
下
で
の
作
業
時
の

注
意
点
な
ど
、災
害
時
に
特
有
の
労
働
安

全
衛
生
に
関
す
る
知
識
を
付
与
し
ま
す

（
厚
生
労
働
省
の
関
連
資
料
参
照
）。

【
管
理
職
向
け
研
修
】

ラ
イ
ン
ケ
ア
研
修：
部
下
の
心
身
の
不
調

に
早
期
に
気
づ
き
、適
切
に
対
応
す
る
た

め
の
知
識
と
ス
キ
ル（
傾
聴
、相
談
対
応
、

専
門
家
へ
の
つ
な
ぎ
方
な
ど
）を
習
得
さ

せ
ま
す
。災
害
時
に
は
ラ
イ
ン
ケ
ア
が
機

能
し
に
く
く
な
る
た
め
、特
に
重
要
で
す
。

労
務
管
理
研
修：
災
害
時
の
労
働
時
間
管

理
の
重
要
性
、過
重
労
働
の
健
康
リ
ス
ク
、

交
代
制
勤
務
の
適
切
な
運
用
方
法
な
ど
を

理
解
さ
せ
ま
す
。

（
３
）実
効
性
の
あ
る
体
制
構
築
に
向
け
て

の
留
意
点

　
上
記
の
体
制
構
築
を
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
は
、以
下
の
点
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト：
首
長
を
は
じ
め
と
す
る
組
織
の

ト
ッ
プ
が
、職
員
の
健
康
管
理
の
重
要
性

を
強
く
認
識
し
、体
制
構
築
へ
の
明
確
な

指
示
と
必
要
な
リ
ソ
ー
ス（
予
算
、人
員
）

の
配
分
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

職
員
参
加
型
の
計
画
策
定
と
訓
練：
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、現
場
の
職
員
の
意
見

を
反
映
さ
せ
て
作
成
し
、訓
練
も
職
員
が

主
体
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
凝

ら
す
こ
と
で
、実
効
性
が
高
ま
り
ま
す
。

「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」：
関
係
部
署

や
外
部
機
関
の
担
当
者
と
平
時
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、「
顔
の
見

え
る
関
係
」を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
、

災
害
時
の
円
滑
な
連
携
に
つ
な
が
り
ま
す
。

小
規
模
自
治
体
に
お
け
る
工
夫：
す
べ
て

の
対
策
を
単
独
で
実
施
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
。
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
連
携
、共

同
で
の
研
修
実
施
や
専
門
家
確
保
、外
部

支
援
機
関
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、実
情

に
応
じ
た
工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

発
災
後
の
職
員
の
健
康
管
理
の 

望
ま
し
い
あ
り
方

　
災
害
が
発
生
す
る
と
、職
員
は
過
酷
な

状
況
下
で
の
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
は
、職
員
の
心
身
の

健
康
を
守
り
、組
織
と
し
て
の
対
応
力
を

維
持
す
る
た
め
に
、フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た

対
応
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の
産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
の
役
割

　
災
害
対
応
の
フ
ェ
ー
ズ
は
、一
般
的
に

「
超
急
性
期
」「
急
性
期
」「
亜
急
性
期
」「
慢

性
期
・
復
旧
期
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。
各

フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ

の
主
な
役
割
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
超
急
性
期（
発
災
直
後
～
72
時
間
程
度
）

自
身
の
安
全
確
保
と
参
集：
ま
ず
は
自
身

の
安
全
を
確
保
し
、所
属
長
の
指
示
に
従

い
参
集
し
ま
す
。

情
報
収
集
と
状
況
把
握：
職
員
の
安
否
確

認
、負
傷
者
の
状
況
、庁
舎
や
執
務
環
境

の
被
災
状
況
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
状
況
な

ど
を
迅
速
に
把
握
し
ま
す
。

緊
急
医
療
救
護
体
制
の
支
援：
負
傷
し
た　

職
員
へ
の
応
急
手
当
や
医
療
機
関
へ
の
搬

送
を
支
援
し
ま
す
。

健
康
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
準
備：

Ｊ–

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
※
3
の

よ
う
な
職
員
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

準
備
や
、紙
ベ
ー
ス
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

初
期
の
安
全
衛
生
確
保：
余
震
等
に
よ
る

二
次
災
害
防
止
、危
険
箇
所
へ
の
立
ち
入

り
禁
止
措
置
、可
能
な
範
囲
で
の
執
務
環

境
の
安
全
確
保
を
指
示・助
言
し
ま
す
。

●
急
性
期（
～
１
週
間
程
度
）

健
康
状
態・労
働
時
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

開
始：Ｊ–

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
等
を
用
い
て
、全
職
員
の
健
康
状

態（
自
覚
症
状
、睡
眠
時
間
、疲
労
度
な
ど
）

と
労
働
時
間
を
把
握
し
始
め
ま
す
。

過
重
労
働・睡
眠
不
足
対
策
の
実
施：把
握

し
た
労
働
時
間
や
疲
労
度
に
基
づ
き
、所

属
長
に
対
し
て
具
体
的
な
休
息
指
示
や

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
の
導
入
を
強
く
働

き
か
け
ま
す
。仮
眠
場
所
の
確
保
や
環
境

整
備
も
重
要
で
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
初
期
対
応：
強
い
ス
ト

レ
ス
反
応
を
示
し
て
い
る
職
員
へ
の
声
か

け
、傾
聴
、安
心
感
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、庁
内
の
相
談
窓
口
や
外

部
の
専
門
機
関（
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
等
）へ
の
早
期

の
つ
な
ぎ
を
検
討
し
ま
す
。

感
染
症・食
中
毒
予
防
対
策
の
徹
底：避
難

※3　広島大学保有、事務局は産業医科大学災害産業保健センター
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所
や
炊
き
出
し
場
所
、仮
設
ト
イ
レ
等
の

衛
生
状
態
を
点
検
し
、手
指
衛
生
の
励
行
、

マ
ス
ク
着
用
、適
切
な
汚
物
処
理
、食
品

の
衛
生
管
理
な
ど
に
つ
い
て
指
導
・
啓
発

を
行
い
ま
す
。必
要
な
衛
生
用
品
の
確
保・

配
布
も
行
い
ま
す（
厚
生
労
働
省
が
能
登

半
島
地
震
の
際
に
発
出
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
や
食
中
毒
対
策
に
関
す
る
通
知
参
照
）。

必
要
な
保
護
具
の
確
認
と
供
給：
が
れ
き

処
理
や
家
屋
清
掃
、遺
体
関
連
業
務
な
ど
、

有
害
物
質
へ
の
曝
露
や
感
染
リ
ス
ク
の
高

い
作
業
に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
、適
切

な
個
人
用
保
護
具
が
供
給
さ
れ
、正
し
く

使
用
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。

●
亜
急
性
期（
～
１
か
月
程
度
）

継
続
的
な
健
康
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
ハ
イ
リ

ス
ク
者
へ
の
積
極
的
介
入：
健
康
状
態
と

労
働
時
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
、

特
に
疲
労
蓄
積
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

の
リ
ス
ク
が
高
い
職
員・部
署
を
特
定
し
、

産
業
医
面
談
や
保
健
指
導
、所
属
長
へ
の

具
体
的
な
改
善
勧
告
を
行
い
ま
す
。能
登

半
島
地
震
に
お
け
る
Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｔ
の
活
動

で
は
、Ｊ–

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
デ
ー
タ
分
析

に
基
づ
き
、人
員
配
置
の
適
正
化
や
会
議

回
数
の
削
減
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

職
場
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
改
善：
執
務

環
境（
照
度
、騒
音
、換
気
、温
度
、湿
度
、

作
業
ス
ペ
ー
ス
、ト
イ
レ
等
）や
作
業
方

法
に
つ
い
て
巡
視
・
評
価
し
、問
題
が
あ

れ
ば
具
体
的
な
改
善
策
を
提
案
し
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
へ
の
専
門
的
ケ

ア
の
確
保：
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
が
遷

延
す
る
職
員
や
、Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
症
状
を
呈
す

る
職
員
に
対
し
て
は
、専
門
家
に
よ
る
診

断・治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

被
災
生
活
に
よ
る
健
康
問
題
へ
の
対
応：

避
難
生
活
に
伴
う
生
活
習
慣
病
の
悪
化

や
、腰
痛・肩
こ
り
な
ど
の
筋
骨
格
系
症
状
、

皮
膚
疾
患
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、健
康

相
談
や
保
健
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

応
援
職
員
の
健
康
管
理：
応
援
職
員
の
健

康
状
態
も
把
握
し
、慣
れ
な
い
環
境
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
に
配
慮
し
ま
す
。派

遣
元
と
の
情
報
共
有
も
重
要
で
す
。

●
慢
性
期・復
旧
期（
１
か
月
以
降
～
）

長
期
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア：
災
害

ス
ト
レ
ス
の
影
響
は
長
期
に
及
ぶ
こ
と
を

念
頭
に
、継
続
的
な
相
談
支
援
体
制
を
維

持
し
、必
要
に
応
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。仙
台
市
で
は
東
日
本
大
震
災
後
10

年
間
に
わ
た
り
、き
め
細
や
か
な
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
活
動
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

職
場
復
帰
支
援：
主
治
医
や
所
属
長
と
連

携
し
、段
階
的
な
復
帰
プ
ラ
ン
の
作
成
や

業
務
上
の
配
慮
を
支
援
し
ま
す
。

健
康
診
断
の
実
施
と
事
後
措
置
の
徹
底：

定
期
健
康
診
断
に
加
え
、災
害
対
応
業
務

に
よ
る
健
康
影
響
を
考
慮
し
た
臨
時
健
康

診
断
の
実
施
を
検
討
し
、有
所
見
者
に
対

し
て
は
適
切
な
事
後
措
置
を
徹
底
し
ま
す
。

作
業
関
連
疾
患
の
把
握
と
対
策：
災
害
対

応
業
務
と
の
関
連
が
疑
わ
れ
る
疾
病
が
発

生
し
た
場
合
は
、原
因
調
査
を
行
い
、再

発
防
止
策
を
検
討
し
ま
す
。

健
康
教
育
の
再
開
と
新
た
な
視
点
の
導

入：
通
常
の
健
康
教
育
を
再
開
す
る
と
と

も
に
、今
回
の
災
害
対
応
で
得
ら
れ
た
教

訓
を
踏
ま
え
、災
害
時
の
健
康
管
理
に
関

す
る
内
容
を
盛
り
込
み
ま
す
。

教
訓
の
集
約
と
体
制
見
直
し
へ
の
提
言：

今
回
の
災
害
対
応
に
お
け
る
課
題
や
有
効

だ
っ
た
取
り
組
み
を
関
係
者
で
共
有
・
分

析
し
、今
後
の
産
業
保
健
体
制
の
改
善
や

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
な
げ
る
た
め
の

具
体
的
な
提
言
を
行
い
ま
す
。益
城
町
の

震
災
記
録
誌
は
、こ
の
よ
う
な
教
訓
の
集

約
と
将
来
へ
の
提
言
の
好
例
で
す
。

（
２
）外
部
支
援
の
受
け
入
れ
の
検
討

　
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
、外
部
か

ら
の
専
門
的
な
支
援
を
効
果
的
に
活
用
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

●
専
門
支
援
チ
ー
ム
の
活
用

Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｔ：
産
業
医
科
大
学
が
事
務
局

と
な
り
、被
災
自
治
体
職
員
や
災
害
対
応

に
あ
た
る
労
働
者
の
健
康
管
理
を
専
門
的

に
支
援
す
る
チ
ー
ム
で
す
。能
登
半
島
地

震
で
は
、Ｊ–

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
用
い
た
健
康
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、ハ
イ

リ
ス
ク
者
へ
の
介
入
、職
場
環
境
改
善
へ

の
助
言
、医
療
福
祉
施
設
へ
の
参
加
型
改

善
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
な
ど
、多
岐
に
わ

た
る
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム：
発
災
直
後
か
ら

被
災
地
に
入
り
、救
命
医
療
や
広
域
医
療

搬
送
な
ど
を
行
う
専
門
チ
ー
ム
で
す
。

災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム：
被
災
者
の

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
や
精
神
科
医
療
を
提
供
す

る
専
門
チ
ー
ム
で
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支

援
に
お
い
て
も
連
携
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム：
避
難
所
等
に
お

け
る
要
配
慮
者
へ
の
福
祉
支
援
を
行
う
専

門
チ
ー
ム
で
す
。応
援
職
員
の
労
働
環
境

の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー
ム：
保

健
所
機
能
の
支
援
や
公
衆
衛
生
活
動
を
担

う
専
門
チ
ー
ム
で
す
。

●
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
と
円
滑
な
連
携

・
外
部
支
援
を
円
滑
に
受
け
入
れ
る
た
め

に
は
、平
時
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
が

あ
り
、ど
の
よ
う
に
要
請
す
る
の
か
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

・受
け
入
れ
時
に
は
、活
動
拠
点
、通
信
手

段
、宿
泊
場
所
、食
事
な
ど
の
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
支
援
や
、庁
内
の
関
係
部
署

と
の
調
整
、情
報
共
有
体
制
の
確
立
が

不
可
欠
で
す
。

・
外
部
支
援
チ
ー
ム
と
共
に
課
題
を
共
有

し
、協
働
し
て
解
決
策
を
見
出
し
て
い

く
姿
勢（「
共
に
悩
み
、共
に
歩
む
」）が

求
め
ら
れ
ま
す
。
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保
健
へ
の
取
り
組
み
は
、一
部
の
担
当
者

だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、す
べ
て
の
職
員

が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、平
時
か
ら
関
心

を
持
ち
、主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

職
員
の
健
康
は
サ
ー
ビ
ス
と
復
興
の
基

盤：
職
員
の
健
康
と
安
全
が
守
ら
れ
て
こ

そ
、質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、

迅
速
な
復
興
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
。こ

の
認
識
を
組
織
全
体
で
共
有
し
、最
優
先

課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

平
時
か
ら
の
地
道
な
取
り
組
み
の
重
要

性：
平
時
か
ら
の
地
道
な
体
制
構
築
や
準

備
の
積
み
重
ね
が
、い
ざ
と
い
う
時
に
職

員
を
守
り
、組
織
の
対
応
力
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
対
応
は「
短
距
離
走
で
は
な
く
マ
ラ

ソ
ン
」：災
害
対
応
は
長
期
戦
に
な
る
こ
と

を
常
に
意
識
し
、目
先
の
対
応
だ
け
で
な

く
、職
員
が
息
切
れ
せ
ず
に
活
動
を
継
続

で
き
る
よ
う
、長
期
的
な
視
点
で
の
健
康

管
理
戦
略
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

社
会
全
体
の
理
解
と
協
力
の
醸
成：
災
害

時
に
お
け
る
自
治
体
職
員
の
負
担
は
、住

民
や
社
会
全
体
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
軽
減
さ
れ
ま
す
。自
治
体
と
し
て
住

民
に
対
し
、災
害
時
の
職
員
の
状
況
や
対

応
の
限
界
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、過

度
な
要
求
や
不
当
な
ク
レ
ー
ム
の
抑
制
を

呼
び
か
け
る
こ
と
も
、間
接
的
な
職
員
保

護
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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応
援
派
遣
自
治
体
に 

求
め
ら
れ
る
対
策

　
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
は
、派
遣
す
る

側
の
自
治
体
に
も
派
遣
職
員
の
健
康
と
安

全
を
守
る
責
任
が
生
じ
ま
す
。

（
１
）事
前
の
準
備

派
遣
職
員
の
選
定
と
健
康
確
認：
業
務
の

内
容
や
現
地
の
状
況
に
適
し
た
能
力
・
経

験
を
持
つ
職
員
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、

派
遣
前
に
健
康
診
断
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
等
を
実
施
し
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
す
。

基
礎
疾
患
を
有
す
る
職
員
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
の
既
往
歴
の
あ
る
職
員
の
派
遣

に
つ
い
て
は
慎
重
に
判
断
し
ま
す
。

派
遣
前
研
修
の
実
施
：
被
災
地
の
状
況
、

想
定
さ
れ
る
業
務
内
容
、現
地
の
生
活
環

境
、安
全
確
保
策
、感
染
症
予
防
策
、メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
維
持
の
方
法
、セ
ル
フ
ケ
ア
、

利
用
可
能
な
支
援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、

実
践
的
な
研
修
を
行
い
ま
す
。岩
手
県
の

東
日
本
大
震
災
検
証
報
告
書
で
は
、応
援

職
員
へ
の
事
前
情
報
の
不
足
が
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

必
要
な
装
備・物
資
の
準
備：現
地
で
の
活

動
に
必
要
な
個
人
用
保
護
具
、衛
生
用
品
、

常
備
薬
、非
常
食
、飲
料
水
、寝
袋
、雨
具

な
ど
を
準
備
さ
せ
、ま
た
は
支
給
し
ま
す
。

派
遣
中
の
連
絡・報
告
体
制
の
確
立：派
遣

職
員
と
派
遣
元
自
治
体
と
の
間
の
定
期
的

な
連
絡
・
報
告
体
制（
安
否
確
認
、業
務
状

況
、健
康
状
態
、困
り
事
な
ど
）を
確
立
し

ま
す
。緊
急
時
の
連
絡
手
段
や
対
応
手
順

も
明
確
に
し
て
お
き
ま
す
。

受
援
側
自
治
体
と
の
情
報
共
有
と
ニ
ー
ズ

把
握：
派
遣
先
の
業
務
内
容
や
指
揮
命
令

系
統
、現
地
の
安
全
衛
生
情
報
、利
用
可

能
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、受

援
側
自
治
体
と
事
前
に
十
分
に
情
報
共
有

し
、ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぎ
ま
す
。
熊
本
県

の
能
登
半
島
地
震
派
遣
職
員
活
動
報
告
書

で
は
、派
遣
職
員
の
視
点
か
ら
多
く
の
課

題
と
提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）派
遣
中
に
お
け
る
産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
の
役
割

健
康
状
態・労
働
時
間
の
遠
隔
モ
ニ
タ
リ

ン
グ：Ｊ
―Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
り
、定
期

的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
健

康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
提
出
を
求
め
た
り

す
る
な
ど
し
て
、派
遣
職
員
の
健
康
状
態

や
労
働
時
間
を
把
握
し
ま
す
。

定
期
的
な
健
康
相
談
と
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
：
派
遣
期
間
中
、定
期
的
に
派
遣
元
の

産
業
医
や
保
健
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
等

で
の
健
康
相
談
の
機
会
を
設
け
、ス
ト
レ

ス
状
況
を
把
握
し
ま
す
。特
に
長
期
派
遣

の
場
合
は
、対
面
で
の
面
談
も
検
討
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
、派
遣
先
に
い
る
支

援
チ
ー
ム
の
支
援
を
仰
ぎ
ま
す
。

現
地
活
動
へ
の
助
言
と
安
全
配
慮：
現
地

状
況
や
環
境
変
化
に
応
じ
て
、安
全
衛
生

上
の
注
意
点
や
対
策
に
つ
い
て
助
言
し
ま

す
。危
険
な
業
務
や
過
度
な
負
担
が
予
測

さ
れ
る
場
合
は
、業
務
内
容
の
変
更
や
中

断
を
要
請
す
る
こ
と
も
考
慮
し
ま
す
。

適
切
な
交
代
計
画
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施：
派
遣
職
員
の
疲
労
蓄
積
を
防
ぐ
た

め
、あ
ら
か
じ
め
定
め
た
派
遣
期
間
を
遵

守
し
、適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
交
代
要
員

を
派
遣
し
ま
す
。長
期
化
す
る
場
合
は
計

画
的
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

（
３
）帰
任
後
の
ケ
ア

健
康
診
断
と
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施：

帰
任
後
、速
や
か
に
健
康
診
断（
必
要
に

応
じ
て
特
別
項
目
を
追
加
）と
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

専
門
的
ケ
ア
へ
の
つ
な
ぎ：
健
康
問
題
や

強
い
ス
ト
レ
ス
反
応
が
見
ら
れ
る
職
員
に

対
し
て
は
、産
業
医
面
談
や
専
門
医
療
機

関
へ
の
受
診
勧
奨
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
、必
要
な
ケ
ア
に
確
実
に
つ
な
げ
ま
す
。

活
動
報
告
会
と
経
験
の
共
有：
派
遣
職
員

か
ら
の
活
動
報
告
の
機
会
を
設
け
、経
験

や
教
訓
を
組
織
内
で
共
有
し
、今
後
の
対

策
に
活
か
し
ま
す
。
ま
た
、派
遣
職
員
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、感
謝
の
意
を
伝
え
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
仙
台
市
で
は
、東
日
本

大
震
災
の
派
遣
職
員
に
対
し
、き
め
細
や

か
な
帰
任
後
ケ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、読
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

「
他
人
事
」か
ら「
自
分
事
」へ：災
害
産
業


